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編

集

後

記

今
号
は
、
平
成

一
八
年
四
月
に
着
任
さ
れ
た
加
藤
洋
介
准
教
授
の
論
文
を

含
む
、
五
編
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
特
集
を
組
ん
だ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
偶
々
、
国
語
学
も
含
め
て
、
す
べ
て
中
古
の
作
品
を
題

材
と
し
た
論
文
が
並
び
ま
し
た
。

研
究
室
の
人
の
動
き
と
し
て
は
、
平
成

一
九
年
二
月
を
以
て
海
野
圭
介
助

手
が
就
職
の
た
め
転
出
し
、
代
わ
っ
て
仁
木
夏
実
氏
が
助
教
に
就
任
し
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
四
月
よ
り
、
助
教
授
が
准
教
授
、
助
手
が
助
教
と
呼
称
を

改
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
法
律
の
改
正
に
伴
う
こ
と
で
、
全
国
大
学
で
一
斉
の

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
春
の
叙
勲
で
は
、
島
津
忠
夫
名
誉
教
授
が
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
嬉
し
い
お
知
ら
せ
と
し
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
文
学

。
国
語
学
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
伝
統
的
な
研
究

・
教
育
の
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
共

同
事
業
、
国
際
連
携
事
業
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
本
年
三
月
四
日
に
は
、
文

学
研
究
科
と
人
間
文
化
研
究
機
構

・
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
主
催
に
よ

り
、
「国
際
日
本
文
学
共
同
研
究
集
会
　
国
際
的
相
関
研
究
の
あ
り
か
と
行

方
」
が
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
倉
洋

一
教

授
を
中
心
と
す
る

「忍
頂
寺
文
庫

・
小
野
文
庫
の
研
究
」
共
同
研
究
グ
ル
ー

プ
と
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
事
業
が
進
行
中
で
あ
り
、
三
月
に
論
文
集

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
荒
木
浩
教
授
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

・
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
と
の
共
同
研
究
を
進
行
中
で
あ
り
、
研
究
員
の
受
け
入
れ

や
、
現
地
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
新
し

い
事
業
の
進
展
が
、
本
誌
の
内
容
に
反
映
さ
れ
る
日
も
近
い
こ
と
で
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
水
敏
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